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(1) 
前報告において出生時直後よ り1ヶ年半に至るまでの乳幼児の音楽的生活一一音楽的感受性と表
現性一ーの発達を報告した。本報告はその続報である。
乳幼児の発達ということは，内部から成長してくる力を環境的事態に対応させながら習練させて，
[2) 
行動の態勢をきづいて行くことであるといわれているが，この命題の5妥当性を音楽学習可能に至るま
での具体的な発連の記録によって証明したい。
被験児とその理境
1.被験児
1名男昭和29年3J122日生体重3.30kg 身長52cm
本報告における観察開始時 昭和30年9月23日現在の体重11.2kg 身長87.5crn
1. 被験児と同居家族
昭和32年10月22日現在は第1表に示す通り生後と全く変化はない。
11. 家庭の音楽的状態
ラジオ2 電蓄員長用ラ ジオ，ピアノ ，木琴，雪階笛，ハーモニカ，ミノリレス，テープコーダー各1
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第 1 表
続柄 |年令 |職 業|歌 唱能力 備
父 34 教員 声楽専攻
考
母 2.5 なし 筏 唱可能 C歌e劇rl合唱団程.放度送合唱団に絡をおいたことありerny 30 
聴音程甚唱だ不の正城確祖父 74 なし 病臥中
祖母 57 なし 同 上
叔父 32 教員 視唱可能 B昭e和ye3r1年程7度月~吹32奏年楽8指月滋の者間入院
IV. そ の 他
音楽的に強制と見なされるものは2年6ヶ月以後に音感教育とピアノ指噂を試みた外は全く 行わな
かった。その他与えた刺激は子供の状態から，要求していると判断して行ったものである。
すなわち3年8ヶ月迄の幼児に対する条件は，叔父の入院とテープコーダーの購入が変っているだ
けである。
所 見
I. 81週^ '105週 (1年6ヶ月-2年)
10月3日 (81WKS)盤強絵本の「兎と亀Jの絵を見て「グウ ・グウ ・グウJといいながら持ってきた。 (アン
一本ーがいえる)
10月5日 (81WKS) rデタデタ月がJと歌うと「デタ ・デタ ・デタ ・デタ…'"・H ・"Jと何回も歌う。 (74WKS
にはじめてあらわれた童話の歌える部分だけを歌おうとの意欲一部分後唱ーが続いていると判断)
10月8日 (81WKS)採鶏1-るを歌うと， やや Pitchは違うが大体同じように歌L、かえした。
採譜7-1にたL、しては，timeはやや遅れるが.Rhytbm正しく歌いかえした。(部分葺臓の模唱や五音群ぐ
らいの簡単な Rhythmは聡唱できると断定) (10月7日 はじめて下駄をはく)
10月17日 (83WKS) トッパソの童謡絵本「なつかしい歌j二餅購入。
新しい本を見ながら母親に歌わせる。自分が余り好きでない歎がうたい始められるとすぐその頁をめくり，自分
の好きな歌だ主何回も続けて歌わせる。 (童話に対する選択が現われたと判断されるが，好き嫌いとは断定できな
いと思われる) (ボタンを覚えた。誰のボタンでも指して「ボタン ・ボタンJという。 rコッチャγ，ハージーJ
叔父ちゃん8時だよ，起きなさいーをいうようになった。 10時でもハージである〕
「雨降りお月さん」の頁でさし絵の犬を指でさし 「デタ ・デタ・デタ H ・H ・..Jといったので「月」の頁と見くら
べると，バヅグの色が大体問じで， 月 ， 犬， 男の子， 女の子がどちらにも画かれてあった。 (図柄の等しさをlt'~め
たものと判断される。類似せる図柄の転位か) (チγプン一新聞ーがいえる)
10月21日 t83WKS)歌のおばさんの時間に童話絵本を持ってきて一生けんめいその頁をさがしていた。この状
態は4ヶ月程続く。この頃までに子供の知った重穏について，子供の言葉による題名と曲名をあげると 次の通り。
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(音楽器楽しそうに算夙を歌っていたので採諮問を歌ってやると採譜14を歌L、かえした。
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1b1を抱き体をゆりながら「ネンネソコオリヨ，オコ リヨ」と歌っていた。そこで子守唄を12月9日 (90WKS)
表情豊かに歌ってやると泣きだした。
「月」の第一小楽節を歌っていた。 Miの音がややフラッ ト気味である。 4且母によく歌っ
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12月13日 (91WKS)
学童児- 86-
第三小楽節てもらったらしい。(視傍にこのくせがある〕何回も歌うので第二牟小楽節を歌ってやると引き続いて，
(曲全体の Rhythm及び melodyは完全に把握していること， Skip及び耐の中であを採諮問のように歌った。
らわれる和音外の上行四度進行が技術的に不可能な事を判断)
おさえる鍵はで
たらめだが歌の Pitchは一部を除き正しかった。調子が高まった時は Keyも上り気味で採譜16のようになってい
ピアノの前へ座札ひときし指で一つ一つ鍵をたたき乍ら「月」を歌う。12月18日 (91WKS)
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Eartha， kittの rSho-Jo-JiJのレコードを真剣にきく。終るたびに「チョージ
(玩具の乗物をつぎつぎと出して母方の楓父(音楽の再認の喜びが大きL、)
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ョージ」とさいそくしてかけさせる。
昭和31年1月2日 (94WKS)
松平:音楽固から見た乳幼児の発達 - 87ー
祖母に説明する。 rチュターターJ-7-.(1ー タ一一， rホコーキ」ー飛行機一， rコーター」ーヘリコプタ一一，
「キγチンチャ」一機関車一， rチョーポーチ γ」ー消防自動車ーがL、える。
1月1日 (95WKS) rチパバッタ，チパバッタ，ウイノカゲ」ー違いました，違いました， 百合のかげー主歌
っていた。近所の子供の歌をきいたらしL、。 r短時間の提示 melodyを模唱し得る) (温度に対する感覚が大分敏
感になった。 rウクイ」ー暖いの大阪弁ー， rチータイ」ー冷たいーをその都度いう)
1月四日 (95WKS) r靴が鳴るJのνコードを聴かせた。 rオテテ，チアイデ，オイチヲウケパー …・・・J と歌
いだした。(前記と同様)夜叔父が玩兵の乗物を走らせていた。隣の部屋の寝床の中でその音をきき，ハイヤー(8
台)，パプ (4台)，キンチンチャ(1台)，チュクーター(1台)，コカッタートラックー (2台)をし、L、あてた。
新しく買った消防自動車だけはわからなかった。
1月14日 (95WKS) 町を歩いている時，うしろからくる車の音をきいただけで，乗用車，スクーター，三輪ト
ラックの別をだしイ品、言いあてた。(コッチャイーこそばい，くすぐったL、の大阪弁ーをL、ぅ。 rのりもの」の四
字と，絵を見て，鉄橋，お山，苦言士山，エントツート γネノレーを覚えて喜こんでいた。
1月19日 (96WKS) レヨードを聴いてし、る時簡を計ってみた。 一人でおくと 15分ぐらいが最高であるが，誰か
そばに居ると 1時間半かけさせた。この間に「ホラ・スタッカート」と「無言歌第一番J (どちらもグァイオりン
曲)をきかせたが， 二函続くとあきてしまった。(器楽鑑賞としてこの簡は程度が高いと判断する。 rことばのな
(5) 
い器楽はわかりにくL、Jに一応あてはまると解釈)
1月22日 (96WKS) 嚢謡絵本全部を一節ずつ歌うようになっていた。(さかんにのの字を書きたがる。書い
ているのは小のようなものばかりである)
1月23日 (97WKS) r証城寺の狸ばやしJr靴が鳴るJをνコードと共に歌う。自分が速くなると待っていて
合せる。(ラジオから流れてくる童話をきき，その曲をさがすのに童話絵本の表， あるいは衰のどちらを見ても，
適当により出して中の曲を開くようになる。) (r雀の学校J rままごとJr汽車ぽっぽj rタやけこやけj rゆり
かごの歌Jr金魚のひるねj r木の葉Jr春よこL、j r月」のレコードを購入。(当分の問きかせる。))
1月31日 (98WKS) 大体重務を正確に歌うようになったので声域をしらベた。 g-czであった。方法は低い音
を「日本の子守狽」の「坊やは」の所，高い音は「汽車ポッボ」の最初の「シユッポ」の所から摘むようにして，適
宜移調して歌わせた。 C2が Falsettoに移行する限界である。この頃は何を見ても可能な限り歌でいうようになっ
ている。遊びもその通りである。アサヒピールの紙箱を見ると「アットコ，アットコ」とL、ぅ。(童謡絵本の「オ
モチャ」のマーチのさしえとよく似ている-83WKSとおなじ)10円玉を掌でふせ「モーイイカイ，マーダーヨ」
をその通りうTこい最後の「モーイイヨ」で手をのけ「アッター」とL、ぅ。そこで旋律をつけて名前をよんでみると
(6) 
即坐に答えた。日常のことを他でも行ったが非常に喜び情緒的にも安定してくるように見受けられた。
2月5日 (99WKS) 童話のレコードにはさんで「時計屋のj苫j rおもちゃの兵隊」をきかせる。喜んで何回も
要求した。 1時間程かけた後「楽しいそりの遊び」を聴かせたら「一寸違う」というような顔をしていた。「もう止
めようJというともっとと要求し，更に30分程きいていた。 rオモチャ，エータイチャγ」というようになった。
この後も襟楽州を一週間に1-2曲の割合で童謡の中に加えて鑑賞をさせた。童話を主体にしたのは詩が含まれ
(7) 
ることと主観的音域が鑑賞の初歩として最もよいことによる。この後2回目の誕生日までは 99WKSと同じように
2-3日にー皮レコードをきかせて過しただけであるが，新しい幽をきいた時必らず顔の表情が変るほかは特記す
るようなことはなかっTこ。
3月22日(105WKS)これまでに1均と題名の結びついたものは次の通りである。 ( )内は子供が覚えている題
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名 (便宜的につけたもの)。 附記は身体的反応である。時計屋の庖(時計)。 おもちゃの兵隊。森の水車(水車)
…くるくる手をまわす。H ・H ・森のかじゃ (かじゃ).・..拍子にのって体を動かす。 -…・楽しいそりの遊び(遊び)
寧鑑マー チ(お船)。小鳥屋の庖(小鳥)。 カッコー ワノレツ(カッコー )。 アメリカγパトロール{パトロ ルーと教
えたが，いつの間にかパトロ ノーレカーといっていt.;)・・・・・膝にのったり抱かれて体を上下に動かす。・・…・「パトロ
ールカーを連想している)皇帝円舞曲 (皇帝}…・・この幽だけでなく， J. Straussのワルツをすべて皇帝というよ
うになった。 (作曲者の特徴をつかまえたらしい)名と結びつかなかった曲は， Gossecの「ガポッ トJrアγネ
ンポルカ」であった。以上この期間の観察から次のことがL、える。
1. 鑑賞カ a. 量諮の鑑賞を非常に好むようになり ，その好き嫌いがはっきりする。 b.童書務が
大体歌える頃から器楽の鑑賞をするようになる。但し Rhythm，Harmonyの簡単なものに限る。
C. 雪楽がわかるという よりも全身で能動的に曲を感じているように見受けられる。(この点児童文
(5) 
化i請にのべられている点と相反している)この現象は新しい幽をきくと表情が変ることよりも推察さ
れる) d. 曲名と楽曲を結びつけることが出来るようになる。
2. 敬唱力 a. 小楽節の簡単なものから童謡全体を歌えるまでに発達する(Pitchが正確になる〉
b. はなしこ とばと歌唱ことばをくらべると後者の方がま とまるのがはやし、。 ぐ解釈カは必ずしも伴
わない)c. 紙面にはあらわし得ないが Volumeが念激に増大する。 d. レコードをきいた効果が
最も大きく歌唱にあらわれる。 e. 部分模唱から問句に対する簡単な答句を歌うことが出来るo i.筒
(8) 
単な Singing-gameが出来る。
3. その他 a. 楽曲に関しては勿論，すべての普に対する感覚が非常に敏感になる。 b. 雪の出
るものをたたき乍ら歌ったりすることを喜ぶようになる。 c. 鑑賞力，歌唱力とも既に村上芳夫氏の
(9) 
いう伸長期ぐ第一次)に入ったと判断出来る。 これは村上氏の説よりは若干早い傾向であるが， 1被
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験者に対しての所見であり，この場合に限つての傾向としてあげておきたい。
1. 105週-"158週 (2年-"3年)
満2才を過ぎてからは言葉に興味を持ち，これが玩具遊びと適合し，更には字との関連性が追々っ
くにしたがって，音楽からは殆んど遠ざかるようになった。放に1年前後から2年までのような著し
い変化と発達はない。
4 J!Z9日 (110WKS) rIDE城寺の狸ばやし」の前奏を歌っていた。その速さをとって見たら. J =58の Jの
長きであった。(この .)が歌える速さの限界と判断)
5月5日 (11WKS) r乙女の祈りJのオルゴールをもらった。夜眠る時に毎日きくようにする。5月8日
(12WKS)にはピアノできいても同じ幽だと知っていた。
6月2日 (115WKS)遊びのとき，ことばに即興的のふしをつけるようになった。また物を要求して聴き入れら
れない時は，歌でもって要求して情緒的爆発からさけようとする。採譜ZHiお茶のほしい時，採譜22はチーズの欲
しい時である。 (チーズと木の禁が散るのとを混同していると考えるよりも，いろいろな名詞，動詞を勿lらないま
ま歌っていると判断。このようなことは非常に多L、。〈るくる廻るものを見ると 『森の水車Jを連想して「水車j~、
とうのもこの1例である。
7 月 2 日 (~20WKS) 茶鋭やコ ップを次次と箸でたたき，それぞれの音の違いをきいて楽しむことを発見した。
8月z8日(129WKS)野ばら社の「童謡曲集Jが届いた。これを見て歌っている母貌を銚め，この本が欲しなく
り，自分のものにしてはなさず次々と幽を覚えていった。 10月には目ぼしい幽(宣言質) を殆んど知ってしまったが
それらの全部を歌える所迄は集中しなかった。(注意が向いた方向へ極端に伸びるものと判断される。}
9月16日 (131WKS) 音感教育を行ってみた。 c.e. g; c. f. aの二つをきかせた。大体区別が出来る。
9月17日 (132WKS)c. e. g，を抽出唱で正確に唱った。(桜唱)
9月18日 (13WKS) h. d. g.を新しく入れたら混同して何も答えられなくなったので音感教育は打切った。
(時期過早主判断)
9月3013(134WKS) r証主主寺の狸ばやしJの歌詞を一部忘れていた。レコードを聴かせたが全く注意はむかな
ヵ、っt.:。
10月26日 (137WKS) r時計台の鐙Jをとても好んで聴く。
1月17日 U40WKS)キッコーマソ鶴治の工場へ行った。 Soundに怖れて泣く。
11 月23日 (141WKS)独りで「時計台の鐙J (トケイダイノ，カネカ・ナノレ，オロラトオク，コノボノト……)を
うたっていた。綴る時母親に歌わせて覚えたものである。何回も要求して歌わせたら喜んで歌った。
12月17日 (14sWKS) r乙女の祈り」を敬っていた。 Falsettoへ移行して非常に高い音まで分散和音の所を歌
う。 Pitchはー音ー音は不正確であるが幽の Senseを十分出しており誰がきいても曲名がわかる程度である。
32年l月7日 (1+8WKS) レコードをきかせたら喜んできいたので「青い限の人形Jrさよなら三丁目Jr通り
ゃんせ」をきかせた。全く興味を持たず「知らんうたJと云っていた。また器楽曲として「スケーターワルツJr玩
具の交響曲Jを5回ずっきかせたが，童議と同じように全く反応を示さなかった。 しかし二年迄に覚えていた器楽
曲は「森の鍛冶屋Jr皇帝円舞曲」を忘れていただけで成人でも混同しやすい「森の水車Jr時計屋の広J r小鳥
震の庖」の三つも確実に覚えていた。童謡も題名を覚えていた。
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1月17日 (149WKS)歌劇「タ践jのレコードをきいていた時，なにげなくVolumeを上げた途端に泣き出し
た。 (つうの歌唱の所}
1月31日 (151WKS) この頃は童謡そのものヵ:いやになり，知っている歎でもラジオで歌っているとスイ γチ
を止めてしまう。興味は専ら絵を画くことに向き出した。(興味の転化)
2月z日 U54WKS) r日本の子守唄Jについての反応を見t.:。笑っていたが歌が進むにつれて泣いてしまっ
た。 (57WKSの頃と同様である。哀愁のこもった日本音階に対する強い反応が続いている) .)の速く歌える限
度は4月と変化なかった。 (数が三つ迄わかるようになった)
3月18日 (158WKS) r念ぐ家路J (永井潔)や「ベチカJ (山回耕絡)を非常にききたがる。歌ってもらう
と一緒に歌ってついて来る。
以上から2-3年の聞は次のことがし、える。
1. 鑑賞 興味が他にそれ，殆んど発達しない。しかし低下もしないで特定の刺激ぐオールゴール
をはじめてもらったなど)があった時は，その幽について深くきく。
2. 取唱 d. 歌唱能力の向上は殆んどないが， Falsettoへの移行が巧みになる。 b. 少し程度
の高い持情的な曲を好む傾向があらわれる。 C. 量謡から興味が他の遊びへそれると共に，歌調も忘
れてしまう。(赤ちゃんの時代につかったことばを忘れるのと同じと解釈)
3. その他 d. 音楽的なものから，はなしことばへの集中と遊びに向いて行く時期といえる。
b. 騒音及び Vollmeの大きい脅に対する恐怖心は続いている。
111. 159週_._，192週 (3年""3年8ヶ月)……(音楽教育可能と剣断出来るまで)
3月初日(I59WKS)暇があれば木琴をたたくようになっていた。(外は懇L、かれ もうぬくなった?ー暖か
くなったか とー さかんにきく)
4月813(161WKS) 宝娠ではじめて模型の水車を見る。 rこれ，おうち (我が家)の二階にあるのと一緒やな
あjと聴く。二階にあるというのは「森の水準Jのレコードである。
5月1日 (164WKS) テープコーダー践入。
5月16日 (165WKS)朝早くからいたずらをして困るので， r森の鍛冶震Jr森の水車Jr時計屋の応Jr鉛の
兵隊JrカッコーワルツJrおもちゃの兵隊JrアメリカンパトロールJなど描写幽のレコードを録音して聴かせ
た。非常に効果があり大人しく最後迄 (30分間)きいていた。
5月18日 (165WKS)なにげなく無言歌 「第一番Jをきき乍ら「疲させるときによいだろうJと話していた所，
B頃耐をきかせてほしいといってかけさせ， 無言歌「第一番jに入った時「こで (これ)ねんねの時にきいたらえ
えうたやいうてはったやろJといっていた。 (前記とあわせ銭楽曲の鐙賞欲が再び出たものと判断)
5月25日C166WKS) rアメリカン ・パトロール」をきくと必らず玩具のパトロールカーを持って来るようにな
っていた。 r森の水車Jをきくと「あれ見に行きたいjとL、ぅ。
6月13日 (169WKS) 日本の子守唄を唄うと， rその歌，あんまりええ夙とちがうなあJl:いっていた。 (57
WKS， 154WKSとくらべ反応のしかたが変った)
6月z5日 (171WKS) 教育可能か否かを判断するためにピアノの指導を試みたが，注意力が集中せず全く駄目だ
った。 (遊びは大分ゴッ=遊びの調子になっている) (この頃はνコードを聴きかせていない)
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6月28日(171WKS)夜絞る時「計台の鋭1rこの道」を母と一緒に歌っていた。 (この傾向は以後半年程絞
<) 
7月8日 (173WKS) 気線の良い時は大阪弁でオベラをやる。賞絡のふしで勝手なことばをつけてうたう。
7月31日(176WKS) rいろは桜木」の「いと乙JrろとるとらJrめとぬJの区別以外政実にう引っていた。
8月14日(178WKS)昨日から二階へ上ったときどアノをたたかないと，絶対に階下へ下りなL、。 {しかしこれ
もー遡間程で止んでしまった)
1月24日 (192WKS) ズポソの象さん (アップリケ}に識を教えているという主，教えてくれとし均、 匂.ぬ・ h
を Solfaで言えるようになった。またこの頃から楽曲 (前にきいたもの)をきかしてほしいと毎日のように口にす
るようになった。
192WKSまでに覚えた録楽曲は前況の外， rスケーターワルツJrアソネγポルカJr玩具の交響的Jrガポッ
トJ (Go田 ec)， rメヌエヅトJ (Boccherini)，及び (Bizet)，無言歌「第一番J (Mendelssohn)， rホラ ・
スタッカートJであった。この期間は次のことがL、える。
1. 鑑賞力 d. 再び鑑賞意欲が出る。前回にくらべやや強くなり，更に教育可能の噴になると尚
一層この意欲は強くなる。 b. 簡単な絶対音楽を鑑賞する域まで高まるoff情的なもを好む傾向が続
第 2 事長
本そ13ヶ月まで 11~ i て~年6 ヶ月までいーまで 1 3れで 13年8ヶ月まで
楽曲をきく 音の出る方向を うれしい，悲し 童謡を好む。描 目立った発達は 鑑賞意欲カ~び
と限る 見て楽胞をきく いなどぬの感じ 写音楽の鑑賞を しなL、。 さかんになる。
鑑 toneに対 ことを望み喜び に敏感になる。 する。 鑑賞意欲は低下 簡単な絶対音楽
して親しみ ながらきき手足 ききながら動作 全身で楽曲を感 し注意力は他の (舞曲)も興味
を持つ で反応する。 であらわすこと じとるようであ 函へそれる。 を持ってきける
リズミカノレな速 を喜ぶ。 る。 ようになる。
笈 いものを好む。 陰旋法の歌をき
幽名と楽曲を結 陰旋法の歌を聴
簡単な旋律をき くと波く。 びつけることが いても泣かなく
きわける。 できる。 なる。
下行旋律のこ音 legat、で動機 簡単な童謡全体 裳戸への移行が Jl[l興的に自作の
唱(完全四度， 唱が歌える。 を歌える。声量 巧みになる。 持に旋律をつけ
歌 または完全五度 楽器をたたきな が士前大する。盆 ff情的な~を好 て歌う。
音程だけ)が歌 がらうたう傾向 絡レコードを鯨 むようになる。 童謡より程度の
える。 が出R賞。 いた効果が大き 意絡をもじった 高い歌をうたう
童謡の歌えるげ「 くあらわれる。 り勝手な持をつ ようになる。
唱 だけ歌おうとす 簡単な歌遊びが けて歌う。
SolfaとPitch
る。 できる。 を一致させるこ
とができる。
騒音をきく なれない騒音や 点でI.Hる音より すべての音に対 騒音および音量 五線譜の音符の
そ と限らない 音量の大きい音 も線で出る音に する感覚が敏感 の大きい苛に対 位鐙による高低
の に恐怖心を持 興味を持つ。 になる。 する恐怖心は続 判断ができるよ
{也 マコ。 いている。 うになる。
音の出るものを 同 右 向 右 同 右 問 右
ならしたがる。
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いている。 C. 陰旋法の曲(子守唄〉をきいても泣かなくなる。
2. 致唱 a. 即興的に自作の詩に旋律をつけてうたう。 b. 童話よりも落ちついた静かな崩を好
む傾向が続<0 c. Solfaと Pitchを一致させることが出来る域に発達する。
3. その他 a. 楽器をたたいて鳴らすことを好む。音の出るものをたたいて雪をきく傾向も同じ
く続いている。 b.楽譜(五線譜〉の高低判断がつくところ迄発達する。
要 車句
以上を3ヶ月，3ヶ月-1年，1年-1年6ヶ月， 1年6ヶ月-2年，2年-2年8ヶ月主分けた
記録にしたがって，鑑賞歌唱，その他の発達を総括すると表2のようになる。
本論文作成にあたり，綿密な指導を授けていただいた児童心理学講座主任，児童教育学主 付わ任
中西昇教授に妖上深く感謝の雷、を表わす次第である。
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Summary 
Musical appreciation and expression ability of a child from 1 year and half 
to 3 years and 8 months was folowed up. 
1. The subject can appreciate tbe simple absolute music with pleasure. 
2. a. The subject can sing improvisatory song. 
b. He can sing tbe song of higher level than nursery songs. 
c. He gets the sense of solfage. 
3. Otherwise， he likes to knock things an<l to make sounds. He can relate the 
tabulature with the solfa. 
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